
 

 

 

 

第５次芦別市総合計画について 

４ 市民の願い ～市民、高校生・専門学校生アンケート結果より～ 

 

 

 

住み続けたい芦別市 

 本市の住みやすさを調査した結果、市民の場合、「住みやすい」と「どちらかとい

うと住みやすい」の回答を合わせて、７７.４％の市民が住みやすいと回答しています。 

また、これからも本市に住み続けたいかとの質問に、６０.９％の市民は「今の場所

に住み続けたい」と回答しており、過半数が本市への定住を望んでいます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦別市の住みやすさ［市民588人］

どちらかと
いえば住み

やすい,

52.2%

無回答,

0.5%

どちらかと
いえば住み

にくい,
15.6%

住みにく

い, 6.5% 住みやす

い, 25.2%

定住意向［市民588人］

近くの市町

村に移りた
い, 2.7%

市内の別の

場所に移り
たい, 7.0%

今の場所に
住み続けた

い, 60.9%

無回答,

7.8%

わからな
い, 9.9%

道外に移り

たい, 1.9%

道内のどこ

かに移りた

い, 9.9%

 

 

 

 医療の充実や雇用の確保 

 

 本市の現状に対する項目別満足度を調査した結果、地域医療の縮小や交通の不便さ、

働く場所の少なさや地域産業の衰退に対して不満が多い結果となりました。人口減少、

少子高齢化や地域経済の低迷が深刻化する中で、市民生活に欠かせない地域医療環境

の充実、日常生活で利用する交通機関の充実、地域産業の振興や雇用環境の充実が望

まれています。 

 高校生・専門学校生の結果も同様に、通学等で利用頻度の高い交通機関の充実、日

用品などの買い物の充実、医療環境の充実が望まれています。 

 また、これからのまちづくりのキーワードは、「安心・安全」が男女ともに最も多

く、以下「豊かな経済」「活力・賑わい」「豊かな自然」「健康」が挙げられています。 
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市民が充実を求める項目（３つまで選択/588人）

70.1%

66.3%

65.8%

59.2%

46.1%

41.7%

40.8%

37.6%

36.7%

31.3%

30.6%

29.4%

23.6%

22.4%

19.9%

18.5%

17.9%

16.7%

16.2%

14.5%
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下水道

道路

公営住宅
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公園、森林、緑地
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高校生・専門学校生が充実を求める項目（３つまで選択/453人）

42.9%

40.5%

37.2%

30.6%

29.1%

26.4%

22.8%

22.6%

22.6%

20.7%

19.9%

17.0%

16.3%

16.0%

15.6%

13.9%

13.8%

11.7%

11.1%

10.7%
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消防、救急救助体制

下水道

上水道

 

順  位

第１位 安心・安全 285人 安心・安全 113人 安心・安全 171人

第２位 豊かな経済 255人 豊かな経済 107人 豊かな経済 147人

第３位 活力・賑わい 216人 豊かな自然 90人 活力・賑わい 127人

第４位 豊かな自然 203人 活力・賑わい 88人 健康 120人

第５位 健康 196人 健康 76人 豊かな自然 113人

これからのまちづくりのキーワードベスト５［市民588人］

総数 男 女
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